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男性

22,083件

45.5%

女性

24,601件

50.7%

団体

602件

1.2%

不明

1,248件

2.6%

性別構成比
20歳未満

1,129件

2.3%

20歳代

5,048件

10.4%

30歳代

4,717件

9.7%

40歳代

6,366件

13.1%

50歳代

7,848件

16.2%

60歳代

6,670件

13.7%

70歳以上

11,360件

23.4%

不明･団体

5,396件

11.1%

年代別構成比

令和４年度埼玉県消費生活相談の概要 
※端数処理の関係上、端数の合計値が 100.0にならない場合があります。 

１ 相談受付件数 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・県及び市町村の消費生活相談窓口で受け付けた件数は５２，１３３件であった。 

  （３年度比３，６０３件増 ７．４％増） 

 ・受付件数のうち、「苦情」は４８，５３４件（９３．１％）であった。 

 ・県の受付件数が全件数に占める割合は１８．８％となっている。 

 

２ 苦情相談の概要 

（１）性別・年代別件数 

 ・３年度に引き続き、女性からの相談が男性からの相談を上回った。 

 ・６０歳代以上の相談件数は、１８，０３０件（３７．１％）であった。 
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相談件数の年度別推移（10 年間） 

資料２ 
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件数 全件数比% 件数 全件数比%

1 契約・解約 38,234 78.8 34,383 77.1 11.2

2 販売方法 28,054 57.8 25,049 56.2 12.0

3 価格・料金 7,736 15.9 6,899 15.5 12.1

4 接客対応 7,424 15.3 6,624 14.9 12.1

5 表示・広告 5,390 11.1 4,171 9.4 29.2

6 品質・機能、役務品質 5,169 10.7 5,038 11.3 2.6

7 安全・衛生 1,240 2.6 1,298 2.9 ▲ 4.5

8 法規・基準 1,012 2.1 942 2.1 7.4

9 その他 274 0.6 387 0.9 ▲ 29.2

10 計量・量目 48 0.1 46 0.1 4.3

11 包装・容器 32 0.1 57 0.1 ▲ 43.9

12 施設・設備 27 0.1 38 0.1 ▲ 28.9

全件数 48,534 100.0 44,596 100.0 8.8

※「全件数比」は、全件数のうち「分類」項目の内容が含まれていた相談の割合を示す。

内容別件数（複数選択項目）

順位 分　類
４年度 ３年度

増減（％）

（２）商品・サービス別件数 

・最も件数が多かった相談は、「保健衛生品」の５，０５８件である。３年度に比べ 

 １，８２１件増加（５６．３％増）した。美容液やファウンデーション、シャンプー 

 などの化粧品類に関する相談が多く寄せられている。 

・最も増加率が高かった相談は、「保険・福祉サービス」であり、３年度に比べ 

 １，０５６件増加（５８．４％増）した。エステティックサービスに関する相談の 

 増加が主な要因である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）相談内容別件数・割合 

 ・多くの相談が「契約・解約」及び「販売方法」に関するものとなっている。 
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（４）契約金額別件数・割合 

・契約購入金額の平均は約７７万７千円で３年度に比べ９．５％減少した。 

・「１万円以上１０万円未満」の相談が最も多く、１５．５％増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）取引方法別の状況 

 ・無店舗販売のうち、「通信販売」が１９，２１８件（３年度比１３．８％増）で 

 ６９．３％を占めている。その他、増加したのが「その他無店舗」 

 （１９件増加（６．５％増））、「訪問販売」（２８８件増加（５．７％増））、「訪問購 

  入」（２件増加（０．６％増））である。一方、減少したのは、「マルチ・マルチまが 

  い」（９３件減少（２３．７％減））、「電話勧誘販売」（２２７件減少（１０．６％ 

  減））となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 構成比% 件数 構成比%

1万円未満 7,115 26.5 6,467 27.1 10.0

1万円～  10万円未満 9,403 35.0 8,141 34.1 15.5

10万円～ 100万円未満 7,257 27.0 6,412 26.9 13.2

100万円～ 500万円未満 2,426 9.0 2,135 8.9 13.6

500万円～   1億円未満 691 2.6 707 3.0 ▲ 2.3

1億円以上 2 0.0 2 0.0 0.0

計 26,894 100.0 23,864 100.0 12.7

総合計金額 2.0

平均金額 ▲ 9.5

契約金額別件数（契約購入金額が判明しているもの）

４年度 ３年度
契約購入金額 増減（％)

20,891,061,039円 20,475,932,961円

776,793円 858,026円

件数 構成比 % 件数 構成比 %

9,983 20.6 9,186 20.6 797 8.7

27,735 57.1 25,409 57.0 2,326 9.2

訪問販売 5,368 19.4 5,080 20.0 288 5.7

通信販売 19,218 69.3 16,881 66.4 2,337 13.8

電話勧誘販売 1,907 6.9 2,134 8.4 ▲ 227 ▲ 10.6

マルチ・マルチまがい 299 1.1 392 1.5 ▲ 93 ▲ 23.7

ネガティブ・オプション 267 1.0 267 1.1 0 0.0

訪問購入 363 1.3 361 1.4 2 0.6

その他無店舗 313 1.1 294 1.2 19 6.5

10,816 22.3 10,001 22.4 815 8.1

48,534 100.0 44,596 100.0 3,938 8.8

※網掛け部分の構成比は無店舗(計)に占める割合

無店舗 (計)

（

無
店

舗
の
内
訳
）

店舗販売

３年度４年度

取引方法別の件数

合　　計

増減(件) 増減(%)

不明・無関係
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件数 構成比 % 件数 構成比 %
1 助言（自主交渉） 31,615 65.1 29,462 66.1 7.3

2 情報提供 7,649 15.8 7,387 16.6 3.5

3 あっせん解決 5,746 11.8 4,693 10.5 22.4

4 処理不要 998 2.1 909 2.0 9.8

5 他機関紹介 699 1.4 681 1.5 2.6

6 処理不能 657 1.4 543 1.2 21.0

7 あっせん不調 615 1.3 544 1.2 13.1

処理継続中 555 1.1 377 0.8 47.2

合　　計 48,534 100.0 44,596 100.0 8.8

処理内容別件数

順位 処理内容
４年度 ３年度

増減(%)

３ 処理内容 

  ・最も多いのは、相談者への「助言（自主交渉）」の３１，６１５件であり、全体の 

   ６５．１％を占める。 

  ・「あっせん」を行った件数（「あっせん解決」と「あっせん不調」の件数を合計したも 

   の）は、６，３６１件で、全体の１３．１％を占める。 
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高齢者相談件数 構成比

（全件数） （件）

４ 高齢者の相談（契約当事者が６５歳以上） 

 ・４年度における高齢者（契約当事者が６５歳以上）の相談は１４，６２８件（構成比 

  ３０.１％）で、３年度と比べると１，３６３件増加（１０．３％増）した。 

             高齢者の相談件数と構成比の推移 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

商品・サービス別件数 （上位１０項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者に多い販売方法別件数（複数選択項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（件） （％） 

件 数 構成比％ 件 数 構成比％

1 工事・建築 1,396 9.5 994 7.5 402 40.4

2 商品一般 1,392 9.5 1,277 9.6 115 9.0

3 基礎化粧品 706 4.8 171 1.3 535 312.9

4 修理サービス 424 2.9 381 2.9 43 11.3

5 他の健康食品 360 2.5 289 2.2 71 24.6

6 役務その他サービス 356 2.4 417 3.1 ▲ 61 ▲ 14.6

7 インターネット接続回線 341 2.3 406 3.1 ▲ 65 ▲ 16.0

8 電気 335 2.3 363 2.7 ▲ 28 ▲ 7.7

9 携帯電話サービス 301 2.1 358 2.7 ▲ 57 ▲ 15.9

10 不動産貸借 281 1.9 245 1.8 36 14.7

14,628 100.0 13,265 100.0 1,363 10.3

増減（件） 増減（％）

合　　　計

順位 項　　目
４年度 ３年度
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５ 若者の相談（契約当事者が２９歳以下） 

 ・４年度における若者（契約当事者が２９歳以下）の相談は、６，１７７件（構成比 

  １２．７％）で、３年度と比べると６６２件増加（１２．０％増）した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・商品・サービス別にみると、特に目立つのが「エステティックサービス」の９１３件 

  で、３年度に比べ６９８件増加（３２４．７％増）した。大手事業者の経営破綻が一 

  因と考えられる。 

 

 

若者の相談の商品・サービス別件数 （上位５項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4,712 4,586

5,360

6,496

5,515

6,177

10.0 

8.3 

10.7 

13.2 
12.4 12.7 

0

10

20

0

2,000

4,000

6,000

8,000

46,924

Ｈ29

55,210

Ｈ30

50,270

Ｒ元

49,079

Ｒ２

44,596

Ｒ３

48,534

Ｒ４

（％）（件）

若者の相談件数と構成比の推移

若者相談件数 構成比

（全件数） （件）

件 数 構成比％ 件 数 構成比％

1 エステティックサービス 913 14.8 215 3.9 698 324.7

2 不動産貸借 334 5.4 309 5.6 25 8.1

3 商品一般 281 4.5 269 4.9 12 4.5

4 他の内職・副業 266 4.3 313 5.7 ▲ 47 ▲ 15.0

5 インターネットゲーム 225 3.6 237 4.3 ▲ 12 ▲ 5.1

6,177 100.0 5,515 100.0 662 12.0

増減（件） 増減（％）

合　　計

順位 項　　目
４年度 ３年度
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 ・販売方法別でみると、「インターネット通販」に関する相談が多数を占めている。 

 

若者に多い販売方法別件数（複数選択項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〇 ２０歳未満の相談について  

   ・民法改正に伴う成年年齢の引下げにより、４年４月以降、１８歳以上の者は法律   

    上、親権者の同意なく一人で様々な契約を交わすことができるようになった。 

   ・年齢層による相談件数をみると、４年度においては「１８～１９歳」が５０９件 

    で、近年減少傾向にある「１６～１７歳」（２１１件）の約２．４倍となっており、 

    この件数比率はここ数年で拡大傾向にある。 

   ・参考として「２０～２１歳」が９７９件で、「１８～１９歳」と比較すると約２倍 

    となっており、年齢の上昇に伴い相談件数が一層多くなる傾向にある。 
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６ 特徴的な相談 

（１）「インターネット通販での定期購入」に関する相談 

 ・４年度の相談件数は４，６００件で、３年度の２，６４１件と比較して１，９５９件 

  増加（７４．２％増）した。 

 ・商品別にみると、「化粧品」と「健康食品」が大部分を占めた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（２）「偽サイト」に関する相談 

・４年度の相談件数は１，８６３件で、３年度の１，２７０件と比較して５９３件増加 

（４６．７％増）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「屋根工事」に関する相談 

 ・４年度の相談件数は１，２３０件で、３年度の７６６件に比べ４６４件増加 

 （６０．６％増）した。 
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※４年度年報から抽出方法を見直したため、３年度以前の年報の数値と一致しない。 
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